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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）　式（Ｉ）：
【化１】

［式中、R1COは、６～２４個の炭素原子を有する直鎖または分岐の飽和および／または不
飽和のアシル基であり、R2 および R3 は、互いに独立にR1CO と同じ意味を有するか、ま
たはOH を表し、 (m+n+p) の合計は、 0 または 1 ～ 100の数である。ただし、二つの置
換基R2 および R3のうち少なくとも一つは OH基である。］
で示される部分グリセリド４５～６０質量％、
（ｂ）式（ＩＩ）：
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【化２】

［式中、R4 は、６～２４個の炭素原子を有する直鎖または分岐のアルキル基またはアル
ケニル基であり、q は、５～４０の数である。］
で示されるアルコールポリグリコールエーテル５～２５質量％、
（ｃ）式（ＩＩＩ）：

【化３】

［式中、R５ は、６～２４個の炭素原子並びに０および／または１、２または３個の二重
結合を有する直鎖または分岐の脂肪族炭化水素基である。］
で示される脂肪アルコール５～１５質量％、および
（ｄ）式（ＩＶ）：

【化４】

［式中、R6CO は、６～２４個の炭素原子を有する直鎖または分岐のアシル基であり、R7 
は、１～２２個の炭素原子を有する直鎖または分岐のアルキル基である。ただし、R6CO 
および R7 中の炭素原子数の和は少なくとも２０個である。］
で示されるワックスエステル０～１５質量％
を含んでなる乳化剤であって、部分グリセリドが、５０質量％未満のモノグリセリド含有
率を有し、パルミチン酸およびステアリン酸から誘導される部分グリセリドを４０：６０
～６０：４０の質量比で含むことを特徴とする乳化剤。
【請求項２】
　成分（ａ）～（ｄ）の合計は１００質量％であることを特徴とする請求項１に記載の乳
化剤。
【請求項３】
　ＰＩＴエマルションまたはミクロエマルションの製造のための請求項１に記載の乳化剤
の使用。
【請求項４】
　最終製品に基づき、１～１５質量％の量で乳化剤を用いることを特徴とする請求項３に
記載の使用。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
（技術分野）
本発明は、一般的に、化粧品および特に改良された相挙動により特徴付けられる新規乳化
剤に関する。
【０００２】
（背景技術）
特に上質な外観および液滴の微細さにより特徴付けられるエマルションは、化粧品の分野
で重要性が増してきている。５００ｎｍおよびそれ未満の平均液滴サイズを有する、これ
らＰＩＴエマルションまたはミクロエマルションは、特別な乳化剤の使用を含む既知の方
法により製造される。最も重要な製品は、部分グリセリド、脂肪アルコールポリグリコー
ルエーテルおよび脂肪アルコールの混合物を含んでいる。残念ながら、これらの乳化剤に
より製造されたＰＩＴエマルションまたはミクロエマルションは、貯蔵、特に温度ストレ
ス下の貯蔵において、時おりゲル化または結晶化しがちであるため、これら乳化剤は満足
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できるものではない。
【０００３】
（発明の開示）
（発明が解決しようとする技術的課題）
従って、本発明が解決しようとする課題は、前記不利益を有しない部分グリセリド、アル
コールポリグリコールエーテルおよび脂肪アルコールに基づく新規乳化剤を提供すること
であった。
【０００４】
（その解決方法）
　本発明は、
（ａ）部分グリセリド４５～６０質量％、
（ｂ）アルコールポリグリコールエーテル５～２５質量％、
（ｃ）脂肪アルコール５～１５質量％、および
（ｄ）ワックスエステル０～１５質量％
を含んでなる乳化剤であって、部分グリセリドが、５０質量％未満、好ましくは３０～４
５質量％の範囲のモノグリセリド含有率を有し、パルミチン酸およびステアリン酸から誘
導される部分グリセリドを４０：６０～６０：４０の質量比で含むことを特徴とする乳化
剤に関する。
　既知の製品とは対照的に、新規乳化剤は、貯蔵中でもゲル化または結晶化しないＰＩＴ
エマルションまたはミクロエマルションの製造を可能にすることが、驚くべきことに見出
された。この効果は、部分グリセリド成分中のアシル基の選択および比により、さらに向
上させることが出来る。
【０００５】
部分グリセリド
部分グリセリド、すなわち、成分（ａ）を形成するモノグリセリド、ジグリセリドおよび
それらの工業的混合物は、それらの製造に由来する少量のトリグリセリドも含むことが出
来る。部分グリセリドは、好ましくは、式（Ｉ）：
【化５】

［式中、R1CO は、６～２４個、好ましくは１２～１８個の炭素原子を有する、直鎖また
は分岐の飽和および／または不飽和のアシル基であり、R2 および R3 は互いに独立にR1C
O 基と同じ意味を有するか、またはOH 基を表し、（ｍ＋ｎ＋ｐ）の合計は、０または１
～１００、好ましくは５～２５の数である。ただし、二つの置換基R2 および R3 の少な
くとも一つはOH 基である。］
で示される。典型的な例は、カプロン酸、カプリル酸、２－エチルヘキサン酸、カプリン
酸、ラウリン酸、イソトリデカン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、パルミトレイン酸、
ステアリン酸、イソステアリン酸、オレイン酸、エライジン酸、ペトロセリン酸、リノー
ル酸、リノレン酸、エレオステアリン酸、アラキン酸、ガドレイン酸、ベヘン酸、エルカ
酸およびそれらの工業的混合物に基づく、モノ－および／またはジグリセリドである。４
０：６０～６０：４０の質量比でパルミチン酸およびステアリン酸を含む工業的部分グリ
セリドが好ましく用いられる。
【０００６】
アルコールポリグリコールエーテル
成分（ｂ）を形成するアルコールポリグリコールエーテルは、好ましくは、式（ＩＩ）：
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【化６】

［式中、R4は、６～２４個、好ましくは１６～１８個の炭素原子を含む直鎖または分岐の
アルキル基および／またはアルケニル基であり、q は、５～４０、好ましくは１０～３０
の数である。］
で示される直鎖脂肪アルコール、分岐オキソアルコールまたはゲルベアルコールへのエチ
レンオキシドの付加生成物である。典型的な例は、カプロンアルコール、カプリルアルコ
ール、２－エチルヘキシルアルコール、カプリンアルコール、ラウリルアルコール、イソ
トリデシルアルコール、ミリスチルアルコール、セチルアルコール、ヘキシルデカノール
、パルミトレイルアルコール、ステアリルアルコール、イソステアリルアルコール、オレ
イルアルコール、エライジルアルコール、ペトロセリニルアルコール、リノリルアルコー
ル、リノレニルアルコール、エレオステアリルアルコール、アラキルアルコール、ガドレ
イルアルコール、オクチルドデカノール、ベヘニルアルコール、エルシルアルコール、ブ
ラシジルアルコール、およびそれらの工業的混合物への、平均５～４０、好ましくは１０
～３０モルのエチレンオキシドの付加化合物である。特有の親水性特性により特徴付けら
れるセテアリールアルコールへの、平均１０～１２および１５～２０モルのエチレンオキ
シドのそれぞれの付加化合物の混合物が特に好ましい。この場合、二つの成分の間の質量
比は、例えば３０：７０～７０：３０であってよい。
【０００７】
脂肪アルコール
成分（ｃ）を形成する脂肪アルコールは、式（ＩＩＩ）：
【化７】

［式中、R5は、６～２４個の炭素原子並びに０および／または１、２または３個の二重結
合を有する、直鎖または分岐の脂肪族炭化水素基である。］
で示される第一脂肪族アルコールである。典型的な例は、カプロンアルコール、カプリル
アルコール、２－エチルヘキシルアルコール、カプリンアルコール、ラウリルアルコール
、イソトリデシルアルコール、ミリスチルアルコール、セチルアルコール、ヘキシルデカ
ノール、パルミトレイルアルコール、ステアリルアルコール、イソステアリルアルコール
、オレイルアルコール、エライジルアルコール、ペトロセリニルアルコール、リノリルア
ルコール、リノレニルアルコール、エレオステアリルアルコール、アラキルアルコール、
ガドレイルアルコール、ベヘニルアルコール、オクチルドデカノール、エルシルアルコー
ル、ブラシジルアルコール、および例えば、脂肪や油に基づく工業的メチルエステルまた
はRoelenのオキソ合成によるアルデヒドの高圧水素化、および不飽和脂肪アルコールの二
量化におけるモノマー留分としてそれらから得られる工業的混合物である。アルコールポ
リグリコールエーテルは、通常の広い同族体分布および狭い同族体分布を有していてもよ
い。好ましい脂肪アルコールは、例えば、ココナツ油、セテアリールまたは獣脂脂肪アル
コールのような工業用C12-18脂肪アルコール、および得られる最終製品の耐水性を顕著に
促進するベヘンアルコールである。
【０００８】
ワックスエステル
最後に、乳化剤は、他の任意の成分（ｄ）として、好ましくは式（ＩＶ）：
【化８】
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［式中、R6CO は、６～２４個、好ましくは１６～１８個の炭素原子を有する直鎖または
分岐のアシル基であり、R7 は、１～２２個、好ましくは１６～１８個の炭素原子を有す
る直鎖または分岐のアルキル基である。ただし、R6CO および R7 中の炭素原子数の和は
、少なくとも２０個、好ましくは少なくとも３２個である。］
で示されるワックスエステルを含んで良い。典型的な例は、ミリスチン酸ミリスチル、パ
ルミチン酸ミリスチル、ステアリン酸ミリスチル、イソステアリン酸ミリスチル、オレイ
ン酸ミリスチル、ベヘン酸ミリスチル、エルカ酸ミリスチル、ミリスチン酸セチル、パル
ミチン酸セチル、ステアリン酸セチル、イソステアリン酸セチル、オレイン酸セチル、ベ
ヘン酸セチル、エルカ酸セチル、ミリスチン酸ステアリル、パルミチン酸ステアリル、ス
テアリン酸ステアリル、イソステアリン酸ステアリル、オレイン酸ステアリル、ベヘン酸
ステアリル、エルカ酸ステアリル、ミリスチン酸イソステアリル、パルミチン酸イソステ
アリル、ステアリン酸イソステアリル、イソステアリン酸イソステアリル、オレイン酸イ
ソステアリル、ベヘン酸イソステアリル、オレイン酸イソステアリル、ミリスチン酸オレ
イル、パルミチン酸オレイル、ステアリン酸オレイル、イソステアリン酸オレイル、オレ
イン酸オレイル、ベヘン酸オレイル、エルカ酸オレイル、ミリスチン酸ベヘニル、パルミ
チン酸ベヘニル、ステアリン酸ベヘニル、イソステアリン酸ベヘニル、オレイン酸ベヘニ
ル、ベヘン酸ベヘニル、エルカ酸ベヘニル、ミリスチン酸エルシル、パルミチン酸エルシ
ル、ステアリン酸エルシル、イソステアリン酸エルシル、オレイン酸エルシル、ベヘン酸
エルシルおよびエルカ酸エルシルである。
【０００９】
乳化剤組成物
本発明の特に好ましい態様において、乳化剤は、
（ａ）部分グリセリド４５～６０質量％、好ましくは５０～５５質量％、
（ｂ）アルコールポリグリコールエーテル５～２５質量％、好ましくは１０～２０質量％
、
（ｃ）脂肪アルコール５～１５質量％、好ましくは１０～１２質量％、および
（ｄ）ワックスエステル０～１５質量％、好ましくは５～１０質量％
を含む。ただし、示した量の合計は１００質量％となる。
【００１０】
産業上の利用
本発明の乳化剤の特別な効果は、貯蔵中にゲル化も結晶化もしない特に微細な液滴の乳化
剤が製造できることである。従って、本発明は、最終処方に基づき、乳化剤を１～１５質
量％、好ましくは５～１０質量％の量で使用してよいＰＩＴまたはミクロエマルションの
製造のための、乳化剤の使用にも関する。
【００１１】
化粧品および／または医薬品
本発明の乳化剤を、例えば、ヘアシャンプー、ヘアローション、浴用フォーム、浴用シャ
ワー、クリーム、ゲル、ローション、ワックス／脂肪コンパウンド、スティックプレパレ
－ション、軟膏のような、化粧品および／または医薬品の製造に使用してよい。これらの
製剤は、マイルドな界面活性剤、油成分、乳化助剤、真珠光沢ワックス、コンシステンシ
ー調整剤、増粘剤、過脂化剤、安定剤、ポリマー、シリコーン化合物、脂肪、ワックス、
レシチン、リン脂質、生物製剤、ＵＶ防御剤、抗酸化剤、脱臭剤、発汗抑制剤、ふけ防止
剤、皮膜形成剤、膨潤剤、防虫剤、自己日焼剤、チロシン阻害剤（脱色素剤）、ヒドロト
ロープ、可溶化剤、保存料、香油、染料、および更なる助剤および添加剤等を含んでもよ
い。
【００１２】
界面活性剤
適当な界面活性剤は、製剤中に約１～７０質量％、好ましくは５～５０質量％、特に１０
～３０質量％の量で通常存在するアニオン性、非イオン性、カチオン性、および／または
両性または双性界面活性剤である。アニオン性界面活性剤の典型的な例は、石鹸、アルキ
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ルベンゼンスルホネート、アルカンスルホネート、オレフィンスルホネート、アルキルエ
ーテルスルホネート、グリセロールエーテルスルホネート、α－メチルエステルスルホネ
ート、スルホ脂肪酸塩、アルキルスルフェート、脂肪アルコールエーテルスルフェート、
グリセロールエーテルスルフェート、脂肪酸エーテルスルフェート、ヒドロキシ混合エー
テルスルフェート、モノグリセリド（エーテル）スルフェート、脂肪酸アミド（エーテル
）スルフェート、モノ－およびジ－アルキルスルホスクシネート、モノ－およびジアルキ
ルスクシンナメート、スルホトリグリセリド、アミド石鹸、エーテルカルボン酸およびそ
れらの塩、イセチオン酸脂肪酸塩、サルコシン脂肪酸塩、脂肪酸タウリド、Ｎ－アシルア
ミノ酸、例えば、アシル乳酸塩、アシル酒石酸塩、アシルグルタミン酸塩、アシルアスパ
ルギン酸塩、アルキルオリゴグルコシドスルフェート、蛋白脂肪酸縮合物（特に、小麦ベ
ースの植物性製品）、および、アルキルエーテルリン酸塩である。アニオン性界面活性剤
がポリグリコールエーテル鎖を含むなら、それらは、通常の同族体分布を有してよいが、
好ましくは狭い同族体分布を有する。
【００１３】
非イオン性界面活性剤の典型的な例は、脂肪アルコールポリグリコールエーテル、アルキ
ルフェノールポリグリコールエーテル、脂肪酸ポリグリコールエステル、脂肪酸アミドポ
リグリコールエーテル、脂肪アミンポリグリコールエーテル、アルコキシル化トリグリセ
リド、混合エーテル、混合ホルマール、場合により部分酸化されたアルキル（アルケニル
）オリゴグリコシド、または、グルクロン酸誘導体、脂肪酸－Ｎ－アルキルグルカミド、
蛋白質水解物（特に、小麦ベースの植物性製品）、ポリオール脂肪酸エステル、糖エステ
ル、ソルビタンエステル、ポリソルベート、およびアミンオキシドである。非イオン性界
面活性剤がポリグリコールエーテル鎖を含むなら、それらは、通常の同族体分布を有して
よいが、好ましくは狭い範囲の同族体分布を有する。
【００１４】
カチオン性界面活性剤の典型的な例は、四級アンモニウム化合物であり、例えば、ジメチ
ルジステアリルアンモニウムクロリド、およびエステルクォート、特に好ましくは、四級
化脂肪酸トリアルカノールアミンエステル塩である。
【００１５】
双性または両性界面活性剤の典型的な例は、アルキルベタイン、アルキルアミドベタイン
、アミノプロピオネート、アミノグリシネート、イミダゾリニウムベタインおよびスルホ
ベタインである。
【００１６】
前記界面活性剤は、全て既知の化合物である。それらの構造および製造に関する情報は、
関係する総括的な著作（例えば、J. Falbe 編, "Surfactants in Consumer Products", S
pringer Verlag, Berlin, 1987, 54～124頁、またはJ. Falbe 編, "Katalysatoren, Tens
ide und Mineraloeladditive (Catalysts, Surfactants and Mineral Oil Additives)", 
Thieme Verlag, Stuttgart, 1978, 123～217頁を参照）中に見出すことが出来る。
【００１７】
特に適当にマイルドな、すなわち皮膚科学的に影響のない界面活性剤の典型的な例は、脂
肪アルコールポリグリコールエーテルスルフェート、モノグリセリドスルフェート、モノ
－および／またはジアルキルスルホスクシネート、脂肪酸イセチオン酸塩、脂肪酸サルコ
シン塩、タウリド脂肪酸塩、脂肪酸グルタミン酸塩、α－オレフィンスルホン酸塩、エー
テルカルボン酸、アルキルオリゴグルコシド、脂肪酸グルカミド、アルキルアミドベタイ
ン、両性アセタールおよび／または好ましくは小麦蛋白に基づく蛋白脂肪酸凝縮物である
。
【００１８】
油成分
適当な油成分は、例えば、６～１８個、好ましくは８～１０個の炭素原子を含む脂肪アル
コールに基づくゲルベアルコール、直鎖Ｃ６～２２脂肪酸と直鎖Ｃ６～２２脂肪アルコー
ルのエステル、分岐Ｃ６～１３カルボン酸と直鎖または分岐Ｃ６～２２脂肪アルコールの



(7) JP 4889178 B2 2012.3.7

10

20

30

40

50

エステル、例えば、ミリスチン酸ミリスチル、パルミチン酸ミリスチル、ステアリン酸ミ
リスチル、イソステアリン酸ミリスチル、オレイン酸ミリスチル、ベヘン酸ミリスチル、
エルカ酸ミリスチル、ミリスチン酸セチル、パルミチン酸セチル、ステアリン酸セチル、
イソステアリン酸セチル、オレイン酸セチル、ベヘン酸セチル、エルカ酸セチル、ミリス
チン酸ステアリル、パルミチン酸ステアリル、ステアリン酸ステアリル、イソステアリン
酸ステアリル、オレイン酸ステアリル、ベヘン酸ステアリル、エルカ酸ステアリル、ミリ
スチン酸イソステアリル、パルミチン酸イソステアリル、ステアリン酸イソステアリル、
イソステアリン酸イソステアリル、オレイン酸イソステアリル、ベヘン酸イソステアリル
、オレイン酸イソステアリル、ミリスチン酸オレイル、パルミチン酸オレイル、ステアリ
ン酸オレイル、イソステアリン酸オレイル、オレイン酸オレイル、ベヘン酸オレイル、エ
ルカ酸オレイル、ミリスチン酸ベヘニル、パルミチン酸ベヘニル、ステアリン酸ベヘニル
、イソステアリン酸ベヘニル、オレイン酸ベヘニル、ベヘン酸ベヘニル、エルカ酸ベヘニ
ル、ミリスチン酸エルシル、パルミチン酸エルシル、ステアリン酸エルシル、イソステア
リン酸エルシル、オレイン酸エルシル、ベヘン酸エルシルおよびエルカ酸エルシルである
。
【００１９】
適しているのは、直鎖Ｃ６～２２脂肪酸と分岐アルコール、特に２－エチルヘキサノール
とのエステル、Ｃ１８～３８アルキルヒドロキシカルボン酸と直鎖または分岐Ｃ６～２２

脂肪アルコール（ＤＥ１９７５６３７７Ａ１参照）とのエステルで、より特別にはリンゴ
酸ジオクチル、直鎖および／または分岐の脂肪酸と、多価アルコール（例えばプロピレン
グリコール、二量体ジオール、三量体トリオール）および／またゲルベアルコールとのエ
ステル、Ｃ６～１０脂肪酸に基づくトリグリセリド、Ｃ６～１８脂肪酸に基づく液状モノ
－、ジ－トリグリセリド混合物、Ｃ６～２２脂肪アルコールおよび／またはゲルベアルコ
ールと芳香族カルボン酸特には安息香酸とのエステル、Ｃ２～１２ジカルボン酸と、１～
２２個の炭素原子を含む直鎖または分岐アルコール或いは２～１０個の炭素原子および２
～６個の水酸基を含むポリオールとのエステル、植物性油、分岐第一アルコール、置換シ
クロヘキサン、直鎖および分岐Ｃ６～２２脂肪アルコール炭酸塩、例えば炭酸ジカプリリ
ル（Cetiol（商標）CC）、６～１８個、好ましくは８～１０個の炭素原子を含む脂肪アル
コールに基づくゲルベ炭酸エステル、安息香酸と直鎖および／または分岐Ｃ６～２２のア
ルコールのエステル（例えば、Finsolv(商標)TN）、１アルキル基あたり６～２２個の炭
素原子を含む直鎖または分岐で対称または非対称のジアルキルエーテル、例えばジカプリ
リルエーテル(Cetiol（商標） OE)、ポリオールとのエポキシ化脂肪酸エステルの開環生
成物、シリコーン油（シクロメチコーン、シリコンメチコーン型など）および／または脂
肪族またはナフテン系炭化水素、例えばスクアラン、スクアレンまたはジアルキルシクロ
ヘキサン等である。
【００２０】
乳化助剤
適当な乳化助剤は、例えば、以下の群から少なくとも一つの非イオン性界面活性剤：
（ａ）　Ｃ１２～２２脂肪酸、アルキル基に８～１５個の炭素原子を含むアルキルフェノ
ール、およびアルキル基に８～２２個の炭素原子を含むアルキルアミンへの、２～３０モ
ルのエチレンオキシドおよび／または０～５モルのプロピレンオキシドの付加生成物、
（ｂ）　アルキル基に８～２２個の炭素原子を含むアルキルおよび／またはアルケニルオ
リゴグリコシド、およびそれらのエトキシル化類似物、
（ｃ）　ヒマシ油および／または水素化ヒマシ油への１～１５モルのエチレンオキシド付
加物、
（ｄ）　ヒマシ油および／または水素化ヒマシ油への１５～６０モルのエチレンオキシド
付加物、
（ｅ）　１２～２２個の炭素原子を含む不飽和、飽和、直鎖または分岐の脂肪酸、並びに
／或いは３～１８個の炭素原子を含むヒドロキシカルボン酸および１～３０モルのエチレ
ンオキシドとそれらの付加物と、ソルビタンとの部分エステル、
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（ｆ）　ポリグリセロール（２～８の平均自己縮合度）、ポリエチレングリコール（分子
量４００～５０００）、トリメチロールプロパン、ペンタエリトリトール、糖アルコール
（例えばソルビトール）、アルキルグルコシド（例えばメチルグルコシド、ブチルグルコ
シド、ラウリルグルコシド）、およびポリグリコシド（例えばセルロース）と、１２～２
２個の炭素原子を含む飽和および／または不飽和で直鎖または分岐の脂肪酸、および／ま
たは３～１８個の炭素原子を含むヒドロキシカルボン酸およびそれらとエチレンオキシド
１～３０モルの付加物との部分エステル、
（ｇ）　ペンタエリトリトール、脂肪酸、クエン酸とＤＥ１１６５５７４ＰＳの脂肪アル
コールの混合エステル、および／または６～２２個の炭素原子を含む脂肪酸と、メチルグ
ルコースおよびポリオール、好ましくはグリセロールまたはポリグリセロールとの混合エ
ステル、
（ｈ）　モノ－、ジ－、トリアルキルリン酸およびモノ－、ジ－および／またはトリＰＥ
Ｇ－アルキルリン酸およびそれらの塩、
（ｉ）　羊毛臘アルコール、
（ｊ）　ポリシロキサン／ポリアルキル／ポリエーテルコポリマーおよび相当する誘導体
、
（ｋ）　ブロックコポリマー、例えばポリエチレングリコール－３０ジポリヒドロキシス
テアレート、
（ｌ）　ポリマー乳化剤、例えば、GoodrichのPemulen型（TR-1、TR-2）、
（ｍ）　ポリアルケングリコール、および
（ｎ）　グリセロールカーボネート
である。
【００２１】
脂肪酸、アルキルフェノールまたはヒマシ油への、エチレンオキシドおよび／またはプロ
ピレンオキシドの付加生成物は、市販製品として知られている。それらは、平均アルコキ
シル化度がエチレンオキシドおよび／またはプロピレンオキシドと付加反応が行われる基
質との間の量比に相当する、同族体の混合物である。グリセロールとエチレンオキシドの
付加物のＣ１２/１８脂肪酸モノエステルおよびジエステルは、ＤＥ２０２４０５１ＰＳ
により化粧品処方用の再脂剤（refatting agent）として知られている。
【００２２】
アルキルおよび／またはアルケニルオリゴグリコシド、それらの製造およびそれらの使用
は、従来技術により既知である。それらは、特に、グルコースまたはオリゴ糖と、８～１
８個の炭素原子を含む第一アルコールとの反応により製造される。グリコシド単位に関し
て言えば、グリコシド結合で脂肪アルコールに結合している環状糖単位を含むモノグリコ
シド、および好ましくは約８までのオリゴマー度を有するオリゴマー状グリコシドの両方
が、適当である。オリゴマー度は、そのような工業用生成物に典型的な同族体分布に基づ
く統計的平均値である。
【００２３】
適当なソルビタンエステルは、モノイソステアリン酸ソルビタン、セスキイソステアリン
酸ソルビタン、ジイソステアリン酸ソルビタン、トリイソステアリン酸ソルビタン、モノ
オレイン酸ソルビタン、セスキオレイン酸ソルビタン、ジオレイン酸ソルビタン、トリオ
レイン酸ソルビタン、モノエルカ酸ソルビタン、セスキエルカ酸ソルビタン、ジエルカ酸
ソルビタン、トリエルカ酸ソルビタン、モノリシノール酸ソルビタン、セスキリシノール
酸ソルビタン、ジリシノール酸ソルビタン、トリリシノール酸ソルビタン、モノヒドロキ
システアリン酸ソルビタン、セスキヒドロキシステアリン酸ソルビタン、ジヒドロキシス
テアリン酸ソルビタン、トリヒドロキシステアリン酸ソルビタン、モノ酒石酸ソルビタン
、セスキ酒石酸ソルビタン、ジ酒石酸ソルビタン、トリ酒石酸ソルビタン、モノクエン酸
ソルビタン、セスキクエン酸ソルビタン、ジクエン酸ソルビタン、トリクエン酸ソルビタ
ン、モノマレイン酸ソルビタン、セスキマレイン酸ソルビタン、ジマレイン酸ソルビタン
、トリマレイン酸ソルビタン、およびそれらの工業的混合物である。前記ソルビタンエス



(9) JP 4889178 B2 2012.3.7

10

20

30

40

50

テルへの１～３０、好ましくは５～１０モルのエチレンオキシドの付加生成物も適当であ
る。
【００２４】
適当なポリグリセロールエステルの典型的な例は、ポリグリセリル－２　ジポリヒドロキ
システアリン酸エステル（Dehymuls（商標）PGPH）、ポリグリセリン－３－ジイソステア
リン酸エステル（Lameform（商標）TGI）、ポリグリセリル－４　イソステアリン酸エス
テル（Isolan（商標）GI34）、ポリグリセリル－３　オレイン酸エステル、ジイソステア
ロイルポリグリセリル－３　ジイソステアリン酸エステル（Isolan（商標）PDI）、ポリ
グリセリル－３　メチルグルコースジステアリン酸エステル（Tego　Care(商標）４５０
）、ポリグリセリル－３　蜜臘（Cera　Bellina（商標））、ポリグリセリル－４　カプ
リン酸エステル（カプリン酸ポリグリセロールT2010/90）、ポリグリセリル－３　セチル
エーテル、（Chimexane（商標）NL）、ポリグリセリル－３　ジステアリン酸エステル（C
remophor（商標）GS32）およびポリグリセリルポリリシノール酸エステル（Admul(商標）
WOL1403）、ポリグリセリルイソステアリン酸エステル二量化体、およびそれらの混合物
である。他の適当なポリオールエステルの例は、トリメチロールプロパンまたはペンタエ
リトリトールと、ラウリン酸、ヤシ油脂肪酸、牛脂脂肪酸、パルミチン酸、ステアリン酸
、オレイン酸、ベヘン酸（場合により１～３０モルのエチレンオキシドと反応された）と
の、モノ－、ジーおよびトリ－エステルである。
【００２５】
他の適当な乳化剤は、双性界面活性剤である。双性界面活性剤は、分子中に少なくとも一
つの四級アンモニウム基、並びに少なくとも一つのカルボン酸塩およびスルホン酸塩基を
含む界面活性化合物である。特に適当な双性界面活性剤は、アルキル基またはアシル基中
に８～１８個の炭素原子を含む、Ｎ－アルキル－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウムグリシネ
ート（例えばココアルキルジメチルアンモニウムグリシネート）、Ｎ－アシルアミノプロ
ピル－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウムグリシネート（例えばココアシルアミノプロピルジ
メチルアンモニウムグリシネート）、２－アルキル－３－カルボキシメチル－３－ヒドロ
キシエチルイミダゾリンのような所謂ベタイン、およびココアシルアミノエチルヒドロキ
シエチルカルボキシメチルグリシネートである。ＣＴＦＡ名コカミドプロピルベタインで
知られる脂肪酸アミド誘導体が特に好ましい。両性界面活性剤も適当な乳化剤である。両
性界面活性剤は、Ｃ８／１８のアルキル基またはアシル基に加えて、内部塩を形成可能な
少なくとも一つの遊離アミノ基、並びに少なくとも一つの－ＣＯＯＨ基または－ＳＯ３Ｈ
基を分子中に含む界面活性化合物である。適当な両性界面活性剤の例は、アルキル基中に
８～１８個の炭素原子を含む、Ｎ－アルキルグリシン、Ｎ－アルキルプロピオン酸、Ｎ－
アルキルアミノ酪酸、Ｎ－アルキルイミノジプロピオン酸、Ｎ－ヒドロキシエチル－Ｎ－
アルキルアミドプロピルグリシン、Ｎ－アルキルタウリン、Ｎ－アルキルサルコシン、２
－アルキルアミノプロピオン酸、およびアルキルアミノ酢酸である。特に好ましい両性界
面活性剤は、Ｎ－ココアルキルアミノプロピオネート、ココアシルアミノエチルアミノプ
ロピオネート、およびＣ１２／１８アシルサルコシンである。最後に、カチオン性界面活
性剤も適当な乳化剤であり、エステルクォート型、好ましくは、メチル四級化ジ脂肪酸ト
リエタノールアミンエステル塩の界面活性剤が特に好ましい。
【００２６】
脂肪およびワックス
脂肪の典型的な例は、グリセリド、すなわち固体または液体の、高級脂肪酸の混合グリセ
ロールエステルを基本的に含んでなる、植物性または動物性製品である。適当なワックス
は、例えばカンデリーラワックス、カルナバワックス、うるしワックス、アフリカハネガ
ヤ草ワックス、コルクワックス、グアルマワックス、米油ワックス、砂糖キビワックス、
オウリクリワックス、モンタンワックス、蜜蝋、セラックワックス、鯨ろう、ラノリン（
ウールワックス）、鳥脂肪、セレシン、オゾケライト（鉱臘）、ワセリン、パラフィンワ
ックスおよびミクロワックス等のとりわけ天然ワックス、並びに、例えばモンタンエステ
ルワックス、サソールワックス、水素化ホホバワックスなどの化学修飾ワックス（硬質ワ
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ックス）、並びに、例えばポリアルキレンワックスおよびポリエチレングリコールワック
スなどの合成ワックスである。
【００２７】
脂肪の他、適当な添加剤は、レシチンやリン脂質のような脂肪様物質である。レシチンは
、脂肪酸、グリセロール、リン酸およびコリンからエステル化により形成されるグリセロ
リン脂質として当業者に知られている。従って、レシチンはホスファチジルコリン（PCｓ
）として、当業者により頻繁に参照される。天然レシチンの例は、ホスファチジン酸とし
ても知られ、１，２－ジアシル－ｓｎ－グリセロール－３－リン酸の誘導体であるケファ
リンである。対照的に、リン脂質は、通常脂肪として分類されるグリセロールとリン酸の
モノ－および好ましくはジ－エステル（グリセロリン酸エステル）であることが一般に理
解されている。スフィンゴシンおよびスフィンゴ脂質も適当である。
【００２８】
真珠光沢ワックス
適当な真珠光沢ワックスは、例えば、アルキレングリコールエステル、特にジステアリン
酸エチレングリコール；脂肪酸アルカノールアミド、特にヤシ油脂肪酸ジエタノールアミ
ド；部分グリセリド、特にステアリン酸モノグリセリド；場合により水酸基置換された、
多塩基性カルボン酸と６～２２個の炭素原子を含む脂肪アルコールとのエステル、特に酒
石酸の長鎖エステル；例えば少なくとも２４個の炭素原子を含む、脂肪アルコール、脂肪
ケトン、脂肪アルデヒド、脂肪エーテル、脂肪カーボネート、特にラウロンおよびジステ
アリルエーテル等の脂肪化合物；ステアリン酸、ヒドロキシステアリン酸またはベヘン酸
等の脂肪酸、１２～２２個の炭素原子を含む脂肪アルコールおよび／または２～１５個の
炭素原子および２～１０個の水酸基を含むポリオールによる１２～２２個の炭素原子を含
むオレフィンエポキシドの開環生成物、並びにそれらの混合物である。
【００２９】
コンシステンシー調整剤および増粘剤
主に使用されるコンシステンシー調整剤は、１２～２２個、好ましくは１６～１８個の炭
素原子を含む脂肪アルコールまたはヒドロキシ脂肪アルコール、および部分グリセリド、
脂肪酸またはヒドロキシ脂肪酸である。これらの物質と、アルキルオリゴグルコシドおよ
び／または同一鎖長のＮ－メチルグルカミドおよび／またはポリグリセロールポリ－１２
－ヒドロキシステアレートとの組み合わせが好ましく用いられる。適当な増粘剤は、例え
ば、Aerosil（商標）型（親水性シリカ）、多糖類、より特別には、キサンガム、グアー
ル、寒天、アルギン酸塩、チロース、カルボキシメチルセルロース、ヒドロキシエチルセ
ルロース、比較的高分子量のポリエチレングリコールと脂肪酸のモノエステルおよびジエ
ステル、ポリアクリル酸エステル（例えば、Carbopols（商標）およびPemulen型［Goodri
ch］；Synthalens（商標）[Sigma]；Keltrol型[Kelco]；Sepigel型[Seppic]；Salcare型[
Allied Colloids]）、ポリアクリルアミド、ポリビニルアルコールおよびポリビニルピロ
リドン、例えばエトキル化脂肪酸グリセリド、脂肪酸とペンタエリトリトールまたはトリ
メチロールプロパン等のポリオールとのエステルのような界面活性剤、狭範囲脂肪アルコ
ールエトキシレートまたはアルキルオリゴグルコシド、並びに塩化ナトリウムおよび塩化
アンモニウムのような電解質である。
【００３０】
過脂化剤
過脂化剤は、例えばラノリン、レシチン、並びにポリエトキシル化またはアシル化ラノリ
ン、レシチン誘導体、並びにポリオール脂肪酸エステル、モノグリセリド、並びに気泡安
定剤としても作用する脂肪酸アルカノールアミド等の物質から選択されてよい。
【００３１】
安定剤
例えば、マグネシウム、アルミ、および／または亜鉛のステアリン酸塩またはリシノール
酸塩等の、脂肪酸の金属塩が安定剤として用いられてよい。
ポリマー
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例えば、適当なカチオン性ポリマーは、Polymer JR 400（商標）の名称でAmercholから入
手できる四級化ヒドロキシエチルセルロース等のカチオン性セルロース誘導体、カチオン
性澱粉、ジアリルアンモニウム塩およびアクリルアミドのコポリマー、例えばLuviquat（
商標）（BASF)等の四級化ビニルピロリドン／ビニルイミダゾールポリマー、ポリグリコ
ールおよびアミンの縮合生成物、例えば、ラウリルジモニウムヒドロキシプロピル加水分
解コラーゲン（Lamequat（商標）L, Gruenau）等の四級化コラーゲンポリペプチド、四級
化小麦ポリペプチド、ポリエチレンイミン、アモディメチコーン等のカチオン性シリコー
ンポリマー、アジピン酸およびジメチルアミノヒドロキシプロピルジエチレントリアミン
のコポリマー（Cartaretine（商標）、Sandoz）、アクリル酸とジメチルジアリルアンモ
ニウムクロリドのコポリマー（Merquat(商標）550, Chemviron)、例えばＦＲ２２５２８
４０Ａに記載のポリアミノポリアミドおよびそれらの水溶性架橋ポリマー、場合により微
結晶分布の四級化キトサン等のカチオン性キチン誘導体、ジブロモブタン等のジハロアル
キルとビス－ジメチルアミノ－１，３－プロパン等のビス－ジアルキルアミンとの縮合生
成物、Celanese製Jaguar（商標） CBS、Jaguar（商標） C-17、Jaguar（商標） C-16等の
カチオン性グアルガム、Miranol製Mirapol（商標）A-15、Mirapol（商標）AD-1、Mirapol
（商標）AZ-1等の四級化アンモニウム塩ポリマーである。
【００３２】
適当なアニオン性、双性、両性および非イオン性ポリマーは、例えば、酢酸ビニル／クロ
トン酸コポリマー、ビニルピロリドン／ビニルアクリレートコポリマー、酢酸ビニル／マ
レイン酸ブチル／イソボルニルアクリレートコポリマー、メチルビニルエーテル／無水マ
レイン酸コポリマーおよびそれらのエステル、非架橋およびポリオール架橋ポリアクリル
酸、アクリルアミドプロピルトリメチルアンモニウムクロリド／アクリル酸エステルコポ
リマー、オクチルアクリルアミド／メチルメタクリレート／t-ブチルアミノエチルメタク
リレート／２－ヒドロキシプロピルメタクリレートコポリマー、ポリビニルピロリドン、
ビニルピロリドン／酢酸ビニルコポリマー、ビニルピロリドン／ジメチルアミノエチルメ
タクリレート／ビニルカプロラクタムターポリマー、および場合により、セルロースエー
テルおよびシリコーン誘導体である。他の適当なポリマーおよび増粘剤は、Cosm.Toil.,1
08,95頁 (1993)に見出すことが出来る。
【００３３】
シリコーン化合物
適当なシリコーン化合物は、例えば、ジメチルポリシロキサン、メチルフェニルポリシロ
キサン、環状シリコーン、および、室温で液状および樹脂状であるアミノ－、脂肪酸－、
アルコール－、ポリエーテル－、エポキシ－、フッ素－、グリコシド－および／またはア
ルキル修飾シリコーン化合物である。他の適当なシリコーン化合物は、２００～３００の
ジメチルシロキサン単位の平均鎖長を有するジメチコーンおよび水素化ケイ酸塩の混合物
であるシメチコンである。適当な揮発性シリコーンの詳しい説明は、Todd et al. Cosm. 
Toil. 91, 27 (1976)中に見出すことが出来る。
【００３４】
ＵＶ防御剤および抗酸化剤
例えば、本発明におけるＵＶ防御剤は、室温で液状または結晶状であって、紫外または赤
外照射を吸収出来、長波長放射、例えば熱の形で、吸収したエネルギーを放散することが
出来る有機物質（光フィルター）である。ＵＶ－Ｂフィルターは、油溶性または水溶性で
あってよい。以下は、油溶性物質の例である：
【００３５】
例えばＥＰ０６９３４７１Ｂ１に記載の３－（４－メチルベンジリデン）カンファー等の
、３－ベンジリデンカンファーまたは３－ベンジリデンノルカンファー、並びにそれらの
誘導体；
４－アミノ安息香酸誘導体、好ましくは、４－（ジメチルアミノ）－安息香酸－２－エチ
ルヘキシルエステル、４－（ジメチルアミノ）安息香酸－２－オクチルエステル、および
４－（ジメチルアミノ）安息香酸アミルエステル；
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ケイ皮酸エステル、好ましくは、４－メトキシケイ皮酸－２－エチルヘキシルエステル、
４－メトキシケイ皮酸プロピルエステル、４－メトキシケイ皮酸イソアミルエステル、２
－シアノ－３，３－フェニルケイ皮酸－２－エチルヘキシルエステル（Octocrylene）；
サリチル酸エステル、好ましくは、サリチル酸－２－エチルヘキシルエステル、サリチル
酸－４－イソプロピルベンジルエステル、サリチル酸ホモメチルエステル；
ベンゾフェノンの誘導体、好ましくは、２－ヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン、
２－ヒドロキシ－４－メトキシ－４’－メチルベンゾフェノン、２，２’－ジヒドロキシ
－４－メトキシベンゾフェノン；
ベンザルマロン酸エステル、好ましくは、４－メトキシベンザルマロン酸ジ－２－エチル
ヘキシルエステル；
例えば、２，４，６－トリアニリノ－（ｐ－カルボ－２’－エチル－１’－ヘキシルオキ
シ）－１，３，５－トリアジン等のトリアジン誘導体、並びにＥＰ０８１８４５０Ａ１に
記載のオクチルトリアゾンまたはジオクチルブタミドトリアゾン（Uvasorb（商標）HEB）
；
例えば、１－（４－t-ブチルフェニル）－３－（４’－メトキシフェニル）－プロパン－
１，３－ジオン等のプロパン－１，３－ジオン；
ＥＰ０６９４５２１Ｂ１に記載のケトトリシクロ（５．２．１．０）デカン誘導体
【００３６】
適当な水溶性物質は、
２－フェニルベンズイミダゾール－５－スルホン酸、およびそのアルカリ金属、アルカリ
土類金属、アンモニウム、アルキルアンモニウム、アルカノールアンモニウムおよびグル
カアンモニウム塩、
ベンゾフェノンのスルホン酸誘導体、好ましくは２－ヒドロキシ－４－メトキシベンゾフ
ェノン－５－スルホン酸およびその塩、
３－ベンジリデンカンファーのスルホン酸誘導体、例えば、４－（２－オキソ－３－ボル
ニリデンメチル）－ベンゼンスルホン酸および２－メチル－５－（２－オキソ－３－ボル
ニリデン）－スルホン酸、およびそれらの塩
である。
【００３７】
特に、典型的なＵＶ－Ａフィルターは、例えば、１－（４’－t-ブチルフェニル）－３－
（４’－メトキシフェニル）－プロパン－１，３－ジオン、４－t-ブチル－４’－メトキ
シジベンゾイルメタン（Parsol 1789）または、１－フェニル－３－（４’－イソプロピ
ルフェニル）－プロパン－１，３－ジオン、およびＤＥ１９７１２０３３Ａ１(BASF)に記
載のエナミン化合物等のベンゾイルメタン誘導体である。ＵＶ－ＡおよびＵＶ－Ｂフィル
ターは、勿論混合物の形で使用してもよい。特に好ましい組み合わせは、例えば４－t-ブ
チル－４’－メトキシジベンゾイルメタン（Parsol（商標）1789）等のベンゾイルメタン
誘導体および２－シアノ－３，３－フェニルケイ皮酸－２－エチルヘキシルエステル（Oc
tocrylene）をケイ皮酸エステル、好ましくは４－メトキシケイ皮酸－２－エチルヘキシ
ルエステルおよび／または４－メトキシケイ皮酸プロピルエステルおよび／または４－メ
トキシケイ皮酸イソアミルエステルと共に含む。このような組み合わせは、例えば２－フ
ェニルベンズイミダゾール－５－スルホン酸およびそのアルカリ金属、アルカリ土類金属
、アンモニウム、アルキルアンモニウム、アルカノールアンモニウムおよびグルカアンモ
ニウム塩等の水溶性フィルターと有利に組み合わされる。
【００３８】
前記の可溶性物質とは別に、不溶性遮光顔料、すなわち微分散金属酸化物または塩も、こ
の目的に使用されてよい。適当な金属酸化物の例は、特に、酸化亜鉛および二酸化チタン
、並びに、鉄、ジルコニウム、ケイ素、マンガン、アルミおよびセリウムの酸化物および
それらの混合物である。シリケート（タルク）、硫酸バリウムおよびステアリン酸亜鉛を
塩として使用してもよい。酸化物および塩は、スキンケアおよびスキン保護エマルション
および化粧品用顔料の形で使用される。粒子は、１００ｎｍ未満、好ましくは５～５０ｎ
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ｍの間、より好ましくは１５～３０ｎｍの間の平均粒径を有すべきである。楕円粒子また
は非球状粒子を用いてもよいが、粒子は球状であってよい。顔料は、表面処理、すなわち
親水化または疎水化されてもよい。典型的な例は、例えば、TitandioxidＴ８０５（Degus
sa）およびEusolex（商標）T2000（Merck)などの被覆二酸化チタンである。適当な疎水性
被覆材料は、とりわけシリコーン、なかでも特にトリアルコキシオクチルシランまたはシ
メチコーンである。いわゆるミクロ－またはナノ－顔料は、日焼防止製品に好ましく使用
される。ミクロ化酸化亜鉛が好ましく使用される。他の適当なＵＶフィルターは、P. Fin
kelの総説、SOFW-Journal 122, 543 (1996)、およびParf. Kosm. 3, 11 (1999)に見出す
ことが出来る。
【００３９】
前記、主日焼防止剤の二つのグループのほかに、抗酸化剤型の副日焼防止剤も使用されて
よい。抗酸化剤型の副日焼防止剤は、ＵＶ光線が皮膚に通る際に開始される光化学反応連
鎖を阻害する。典型例は、非常に少量の相溶性用量（例えば、ｐｍｏｌ～μｍｏｌ／ｋｇ
）の、アミノ酸（例えば、グリシン、ヒスチジン、チロシン、トリプトファン）およびそ
れらの誘導体、イミダゾール類（例えばウロカニン酸）およびそれらの誘導体、Ｄ,Ｌ－
カルノシン、Ｄ－カルノシン、Ｌ－カルノシンおよびそれらの誘導体（例えば、アンゼリ
ン）等のペプチド、カロチノイド、カロテン（例えば、α－カロテン、β－カロテン、リ
コピン）およびそれらの誘導体、クロロゲン酸およびその誘導体、リポ酸およびその誘導
体（例えば、ジヒドロリポ酸）、アウロチオグルコース、プロピルチオウラシル、および
他のチオール（例えば、チオレドキシン、グルタチオン、システイン、シスチン、シスタ
ミン、およびそれらのグリコシル、Ｎ－アセチル、メチル、エチル、プロピル、アミル、
ブチル、ラウリル、パルミトイル、オレイル、γ－リノレイル、コレステリルおよびグリ
セリルエステル）およびそれらの塩、ジラウリルチオジプロピオネート、ジステアリルチ
オジプロピオネート、チオジプロピオン酸およびそれらの誘導体（エステル、エーテル、
ペプチド、脂質、ヌクレオチド、ヌクレオシドおよび塩）、およびスルホキシミン化合物
（例えば、ブチオニンスルホキシミン、ホモシステインスルホキシミン、ブチオニンスル
ホン、ペンタ－、ヘキサ－およびヘプタ－チオニンスルホキシミン）、（金属）キレート
剤（例えば、α－ヒドロキシ脂肪酸、パルミチン酸、フィチン酸、ラクトフェリン）、α
－ヒドロキシ酸（例えば、クエン酸、乳酸、リンゴ酸）、フミン酸、胆汁酸、胆汁抽出物
、ビリルビン、ビリベルジン、ＥＤＴＡ、ＥＧＴＡ、およびそれらの誘導体、不飽和脂肪
酸およびそれらの誘導体（例えば、γ－リノレイン酸、リノール酸、オレイン酸）、葉酸
およびその誘導体、ユビキノンおよびユビキノールおよびそれらの誘導体、ビタミンＣお
よびその誘導体（例えば、パルミチン酸アスコルビル、アスコルビルリン酸マグネシウム
、酢酸アスコルビル）、トコフェロールおよびその誘導体、（例えば、酢酸ビタミンＥ）
、ビタミンＡおよびその誘導体（パルミチン酸ビタミンＡ）および、ベンゾイン樹脂の安
息香酸コニフェリル、ルチン酸およびその誘導体、α－グリコシルルチン、フェルラ酸、
フルフリリデングルシトール、カルノシン、ブチルヒドロキシトルエン、ブチルヒドロキ
シアニソール、ノルジヒドロガイアック樹脂酸、ノルジヒドロガイアレック酸、トリヒド
ロキシブチロールフェノン、尿酸およびその誘導体、マンノースおよびその誘導体、スー
パーオキシドジムスターゼ、亜鉛およびその誘導体（例えば、ＺｎＯ、ＺｎＳＯ４）、セ
レンおよびその誘導体（例えば、セレンメチオニン）、スチルベンおよびその誘導体（例
えば、酸化スチルベン、酸化トランス－スチルベン）および本発明の目的に適当なこれら
活性物質の誘導体（塩、エステル、エーテル、糖、ヌクレオチド、ヌクレオシド、ペプチ
ドおよび脂質）である。
【００４０】
生物製剤
本発明において、生物製剤は、例えば、トコフェロール、酢酸トコフェロール、パルミチ
ン酸トコフェロール、アスコルビン酸、レチノール、ハクシ香、アラントイン、フィタン
トリオール、パンテノール、アミノ酸、セラミド、擬セラミド、精油、植物抽出物、およ
びビタミン錯体である。
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【００４１】
脱臭剤および微生物阻害剤
化粧用脱臭剤は、体臭を中和、マスクまたは除去する。体臭は、アポクリン腺分泌物での
皮膚微生物の活動の結果、不快な匂いの分解生成物が形成することにより生じる。従って
、脱臭剤は、微生物阻害剤、酵素阻害剤、匂い吸収剤または匂いマスク剤として働く活性
素を含む。適当な微生物阻害剤は、基本的に、グラム陽性菌に対して作用する物質、例え
ば４－ヒドロキシ安息香酸およびその塩およびエステル、Ｎ－（４－クロロフェニル）－
Ｎ’－（３，４－ジクロロフェニル）－尿素、２，４，４’－トリクロロ－２’－ヒドロ
キシジフェニルエーテル（triclosan）、４－クロロ－３，５－ジメチルフェノール、２
，２’－メチレン－ビス－（６－ブロモ－４－クロロフェノール）、３－メチル－４－（
１－メチルエチル）－フェノール、２－ベンジル－４－クロロフェノール、３－（４－ク
ロロフェノキシ）－プロパン－１，２－ジオール、３－ヨード－２－プロピルブチルカル
バメート、クロロヘキシジン、３，４，４’－トリクロロカルバニリド（ＴＴＣ）、抗微
生物香料、チモール、タイム油、オイゲノール、丁香油、メントール、ハッカ油、ファル
ネソール、フェノキシエタノール、モノカプリン酸グリセロール、モノカプリル酸グリセ
ロール、モノラウリン酸グリセロール（ＧＭＬ）、モノカプリン酸ジグリセロール（ＤＭ
Ｃ）、サリチル酸－ｎ－オクチルアミドまたはサリチル酸－ｎ－デシルアミド等のサリチ
ル酸－Ｎ－アルキルアミド等である。
【００４２】
適当な酵素阻害剤は、エステラーゼ阻害剤である。好ましくは、エステラーゼ阻害剤は、
クエン酸トリメチル、クエン酸トリプロピル、クエン酸トリイソプロピル、クエン酸トリ
ブチル等のクエン酸トリアルキル、特に、クエン酸トリエチル（Hydagen(商標）CAT, Hen
kel KGaA, Duesseldorf, ドイツ）である。エステラーゼ阻害剤は、酵素活性を阻害し、
従って、匂い発生を軽減する。他のエステラーゼ阻害剤は、例えばラノステロール、コレ
ステロール、カンペステロール、スティグマステロールおよびシトステロール等のスルフ
ェートまたはホスフェート等の硫酸またはリン酸ステロール、ジカルボン酸およびそれら
のエステル、例えばグルタル酸、グルタル酸モノエチルエステル、グルタル酸ジエチルエ
ステル、アジピン酸、アジピン酸モノエチルエステル、アジピン酸ジエチルエステル、マ
ロン酸およびマロン酸ジエチルエステル、ヒドロキシカルボン酸およびそれらのエステル
、例えばクエン酸、リンゴ酸、酒石酸、または酒石酸ジエチルエステル、およびグリシン
亜鉛等である。
【００４３】
適当な匂い吸収剤は、匂い形成化合物を吸収し大部分保持できる物質である。それらは、
個々の成分の分圧を下げ、成分が拡散する速度も下げる。この観点で重要な要求は、香料
が損なわれずに存在しなければならないことである。匂い吸収剤は、微生物に対しては活
性でない。例えば、それらは、リシノール酸の亜鉛錯塩、または、例えばラブダナム、エ
ゴノキまたはある種のアビエチン酸誘導体等のような「固定剤（fixateurs）」として当
業者に知られるほとんど無臭の特別な香料を、主要成分として含む。匂いマスク剤は、匂
いマスク機能とは別に、特別な香りを脱臭剤に与える香料または香油である。適当な香油
は、例えば、天然および合成の芳香の混合物である。天然の芳香は、花、樹幹および葉、
果実、果実表皮、根、木材、ハーブ、草、棘、枝、樹脂およびバルサムの抽出物を含む。
動物性原料、例えばシベット（ジャコウネコ）およびビーバーも使用されてよい。典型的
な合成香料化合物は、エステル、エーテル、アルデヒド、ケトン、アルコールおよび炭化
水素類の製品である。エステル類の香料化合物の例は、酢酸ベンジル、酢酸ｐ－t-ブチル
シクロヘキシル、酢酸リナリル、酢酸フェニルエチル、安息香酸リナリル、ギ酸ベンジル
、プロピオン酸アリルシクロヘキシル、プロピオン酸ステアリル、サリチル酸ベンジルで
ある。エーテルは、例えばベンジルエチルエーテルであり、アルデヒドは、例えば、８～
１８個の炭素原子を含む直鎖アルカナール、シトラール、シトロネラール、シトロネリル
オキシアセタルデヒド、シクラメンアルデヒド、ヒドロキシシトロネラール、リリアール
、ボウルゲオナール等を含む。適当なケトンの例は、イオノン、およびメチルセドリルケ
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トンである。適当なアルコールは、アネトール、シトロネロール、オイゲノール、イソオ
イゲノール、ゲラニオール、リナロール、フェニルエチルアルコールおよびテルピネオー
ルである。炭化水素は、主としてテルペンおよびバルサムを含む。しかし、快い香りを作
り出す異なる香料化合物の混合物を使用することが好ましい。他の適当な香油は、芳香成
分としてもっぱら使用される比較的低揮発性の精油である。例は、セージ油、カミルレ油
、丁香油、メリッサ油、ハッカ油、シナモン葉油、ライム花油、杜松子油、ベチベル油、
乳香油、ガルバヌム油、ラブダナム油、ラベンダー油である。以下のものが、個別にまた
は混合物の形で好ましく用いられる：
ベルガモット油、ジヒドロミルセノール、リリアール、ライラ－ル、シトロネラール、フ
ェニルエチルアルコール、α－ヘキシルケイ皮アルデヒド、ゲラニオール、ベンジルアセ
トン、シクラメンアルデヒド、リナロール、ボイサムブレンフォルテ、アンブロキサン、
インドール、ヘジオン、サンデライス、シトラス油、マンダリン油、オレンジ油、アリル
アミルグリコレート、シクロバタール、ラベンダー油、サルビア油、β－ダマスコン、ゲ
ラニウム油バーボン、サリチル酸シクロヘキシル、ベルトフィックスクアー（Vertofix C
oeur）、イソ－Ｅ－スパー(Iso-E-super)、フィクソリドＮＰ(Fixolide NP)、エバニル、
イラルデインガンマ、フェニル酢酸、酢酸ゲラニル、酢酸ベンジル、ローズオキシド、ロ
ミラト、イロチルおよびフロラマトである。
【００４４】
発汗抑制剤は、発汗を押さえ、エクリン汗腺の活動に影響することにより、わきの下の湿
潤および体臭を阻止する。水性または無水の発汗抑制剤は、典型的に、以下の原材料を含
む：
アストリンゼン活性成分、
油成分、
非イオン性乳化剤、
乳化助剤、
コンシステンシー調整剤、
例えば増粘剤または錯化剤の形の助剤、および／または
非水性溶媒、例えば、エタノール、プロピレングリコールおよび／またはグリセロール
【００４５】
発汗抑制剤の適当なアストリンゼン活性素は、特に、アルミ、ジルコニウム、または亜鉛
の塩である。この種の適当な発汗抑制剤は、例えば、塩化アルミ、塩化アルミ水和物、二
塩化アルミ水和物、セスキ塩化アルミ水和物、並びにこれらと、例えば１，２－プロピレ
ングリコール、アラントイン酸アルミ水和物、塩化アルミ酒石酸塩、三塩化アルミジルコ
ニウム水和物、四塩化アルミジルコニウム水和物、五塩化アルミジルコニウム水和物との
錯体化合物、およびこれらの例えばグリシン等のアミノ酸との錯体化合物である。発汗抑
制剤中で用いる油溶性および水溶性の助剤も、比較的少量存在してよい。これらの油溶性
助剤は、例えば、
難燃性、スキン保護性または芳香性の精油、
合成スキン保護剤、および／または、
油溶性香油
である。
【００４６】
典型的な水溶性添加剤は、例えば、防腐剤、水溶性香料、緩衝液混合物等のｐＨ調節剤、
キサンタンガム、ヒドロキシエチルセルロース、ポリビニルピロリドンまたは高分子量ポ
リエチレンオキシドのような天然または合成の水溶性ポリマー等の水溶性増粘剤である。
【００４７】
皮膜形成剤
標準的な皮膜形成剤は、例えば、キトサン、微結晶キトサン、四級化キトサン、ポリビニ
ルピロリドン、ビニルピロリドン／酢酸ビニルコポリマー、アクリル酸系のポリマー、四
級化セルロース誘導体、コラーゲン、ヒアルロン酸およびその塩および類似化合物である
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。
【００４８】
ふけ防止剤
適当なふけ防止剤は、ピロクトンオラミン（１－ヒドロキシ－４－メチル－６－（２，４
，４－トリメチルペンチル）－２－（１Ｈ）－ピリジノンモノエタノールアミン塩）、Ba
ypival（商標）（Climbazole）、Ketoconazol（商標）（４－アセチル－１－｛４－［２
－（２，４－ジクロロフェニル）ｒ－２－（１Ｈ－イミダゾール－１－イルメチル）－１
，３－ジオキシラン－ｃ－４－イルメトキシフェニル｝－ピペラジン、ケトコナゾール、
エルビオール、二硫化セレン、コロイド硫黄、モノオレイン酸ポリエチレングリコールソ
ルビタン硫黄、リシノールポリエトキシレート硫黄、硫黄タール留出物、サリチル酸（ま
たはヘキサクロロフェンとの組み合わせ）、ウンデシレン酸、スルホコハク酸モノエタノ
ールアミドＮａ塩、Lamepon（商標）UD（蛋白質／ウンデシレン酸縮合物）、ピリチオン
亜鉛、ピリチオンアルミ、ピリチオンマグネシウム／硫化ジピリチオンマグネシウムであ
る。
【００４９】
膨潤剤
水層用の適当な膨潤剤は、モンモリロナイト粘土鉱物、ペミュレン、およびアルキル修飾
カルボポール型（Goodrich)である。他の適当なポリマーおよび膨潤剤は、R. Lochhead's
の総説 Cosm. Toil. 108, 95 (1993)に見出すことが出来る。
【００５０】
防虫剤
適当な防虫剤は、Ｎ，Ｎ－ジエチル－ｍ－トルアミド、ペンタン－１，２－ジオールまた
はブチルアセチルアミノプロピオン酸エチルである。
【００５１】
自己日焼剤および脱色素剤
適当な自己日焼剤は、ジヒドロキシアセトンである。メラニンの形成を阻害し、脱色素剤
に使用されている適当なチロシン阻害剤は、例えば、アルブチン、フェルラ酸、コウジ酸
、クマル酸およびアスコルビン酸（ビタミンＣ）である。
【００５２】
ヒドロトロープ
更に、ヒドロトロープ、例えば、エタノール、イソプロパノールまたはポリオールなどを
良好な流動挙動を改良するために用いてよい。適当なポリオールは、２～１５個の炭素原
子および少なくとも２個の水酸基を好ましく含む。ポリオールは、他の官能基、特にアミ
ノ基を含んでもよく、窒素により改質されてもよい。典型的な例は、
グリセロール、
エチレングリコール、ジエチレングリコール、プロピレングリコール、ブチレングリコー
ル、ヘキシレングリコール、および１００～１０００ダルトンの平均分子量を持つポリエ
チレングリコール等のアルキレングリコール、
４０～５０質量％のジグリセロール含量を持つジグリセロール工業的混合物等の、１．５
～１０の自己縮合度を有するオリゴグリセロール工業的混合物、
特に、トリメチロールエタン、トリメチロールプロパン、トリメチロールブタン、ペンタ
エリトリトールおよびジペンタエリトリトール等の、メチロール化合物、
例えば、メチルおよびブチルグリコシド等の、特にアルキル基に１～８個の炭素原子を含
む低級アルキルグルコシド、
例えば、ソルビトールまたはマンニトール等の、５～１２個の炭素原子を含む糖アルコー
ル、
例えば、グルコースまたはスクロース等の、５～１２個の炭素原子を含む糖、　例えば、
グルカミン等のアミノ糖、
例えば、ジエタノールアミンまたは２－アミノプロパン－１，３－ジオール等の、ジアル
コールアミン
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である。
【００５３】
防腐剤
適当な防腐剤は、例えば、フェノキシエタノール、ホルムアルデヒド溶液、パラベン、ペ
ンタンジオールまたはソルビン酸、並びにKosmetikverordnungの付録６、パートＡおよび
Ｂにリストされた他の化合物類である。
【００５４】
香油
適当な香油は、天然および合成香料の混合物である。天然の香りは、花（ユリ、ラベンダ
ー、バラ、ジャスミン、ネロリ油、イランイラン油）、樹幹および葉（ゲラニウム、パチ
ョリ、プチグレン）、果実（アニス、コエンドロ、キャラウエー、ビャクシン）、果実皮
（ベルガモット、レモン、オレンジ）、根（ナツメグ、アンゼリカ、セロリ、カルダモン
、コスタス、イリス、カルマス）、樹木（松、ビャクダン、グアヤク、シーダー材、シタ
ン）、ハーブおよび草（タラゴン、レモングラス、セージ、タイム）、棘および枝（トウ
ヒ、モミ、松、小松）、樹脂およびバルサム（ガルバヌム、エレミ、安息香、ミルラ、乳
香、ビャクシ香）の抽出物を含む。動物性原料、例えば、シベット香およびビーバーも使
用されてよい。典型的な合成香料化合物は、エステル、エーテル、アルデヒド、ケトン、
アルコールおよび炭化水素型である。
【００５５】
エステル型の香り化合物の例は、酢酸ベンジル、イソブチル酸フェノキシエチル、酢酸ｐ
－t-ブチルシクロヘキシル、酢酸リナリル、酢酸ジメチルベンジルカルビニル、酢酸フェ
ニルエチル、安息香酸リナリル、ギ酸ベンジル、グリシン酸エチルメチルフェニル、プロ
ピオン酸アリルシクロヘキシル、プロピオン酸ステアリルおよびサリチル酸ベンジルであ
る。エーテルは、例えばベンジルエチルエーテルであり、アルデヒドは、例えば、８～１
８個の炭素原子を含む直鎖アルカナール、シトラール、シトロネラール、シトロネリルオ
キシアセタルデヒド、シクラメンアルデヒド、ヒドロキシシトロネラール、リリアール、
ボウルゲオナール等を含む。適当なケトンの例は、イオノン、α－イソメチルイオノンお
よびメチルセドリルケトンである。適当なアルコールは、アネトール、シトロネロール、
オイゲノール、イソオイゲノール、ゲラニオール、リナロール、フェニルエチルアルコー
ル、およびテルピネオールである。炭化水素は、主としてテルペンおよびバルサムを含む
。
【００５６】
しかし、快い香りを作り出す異なる香料化合物の混合物を使用することが好ましい。他の
適当な香油は、芳香成分としてもっぱら使用される比較的低揮発性の精油である。例は、
セージ油、カミルレ油、丁香油、メリッサ油、ハッカ油、シナモン葉油、ライム花油、杜
松子油、ベチベル油、乳香油、ガルバヌム油、ラブダナム油、ラベンダー油である。以下
のものが、個別にまたは混合物の形で好ましく用いられる：
ベルガモット油、ジヒドロミルセノール、リリアール、ライラ－ル、シトロネラール、フ
ェニルエチルアルコール、α－ヘキシルケイ皮アルデヒド、ゲラニオール、ベンジルアセ
トン、シクラメンアルデヒド、リナロール、ボイサムブレンフォルテ、アンブロキサン、
インドール、ヘジオン、サンデライス、シトラス油、マンダリン油、オレンジ油、アリル
アミルグリコレート、シクロバタール、ラベンジン油、サルビア油、β－ダマスコン、ゲ
ラニウム油バーボン、サリチル酸シクロヘキシル、ベルトフィッククアー、イソ－Ｅ－ス
パー(Iso-E-Super)、フィクソリドＮＰ(Fixolide NP)、エバニル、イラルデインガンマ、
フェニル酢酸、酢酸ゲラニル、酢酸ベンジル、ローズオキシド、ロミラト、イロチルおよ
びフロラマト。
【００５７】
染料
適当な染料は、例えば、Farbstoffkommission der Deutschen Forschungsgemeinschaft, 
Verlag Chemie, Weinheim, 1984, 81～106頁の、"Kosmetische Faerbemittel"にリストさ
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れるような、化粧品用に適当で推奨される物質のいずれかである。これらの染料は、混合
物全体に基づき、０．００１～０．１質量％の濃度で通常使用される。
【００５８】
助剤および添加剤の全含量割合は、特定の処方に基づき、１～５０ 質量％、好ましくは
５～４０質量％であってよい。処方は、標準的な加熱または冷却製造方法により製造され
て良く、好ましくは、相反転温度法により製造される。
【００５９】
（実施例）
部分グリセリド成分（ａ）の組成に依存して、種々の乳化剤を混合し、得られた混合物を
用いて、ジカプリリルエーテル７０質量％、乳化剤１０質量％および水２０質量％からな
るＰＩＴエマルションを調製した。ＰＩＴエマルションを４０℃で４週間貯蔵し、それら
の相挙動を目視で評価した。（＋）＝ゲル化または結晶化せず、（０）＝わずかな結晶化
またはゲル化、（－）＝明確なゲル化または結晶化。結果を表１に示す。例１および２は
、本発明に相当し、例Ｃ１～Ｃ３（市販品に相当する）は、比較を意味する。
【００６０】
【表１】
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